
特集

所
し
て
い
る
子
ど
も
の
う
ち
約
６
・

５
割
は
被
虐
待
体
験
が
あ
る
な
ど

（
図
１
）、
社
会
的
養
護
の
量
・
質

と
も
に
拡
充
が
求
め
ら
れ
て
い
た

が
、
平
成
28
年
改
正
児
童
福
祉
法

（
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
６
月
３

日
公
布
）
で
は
、
虐
待
を
受
け
た

子
ど
も
や
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り

　平成28（2016）年改正児童福祉法の理念の
もと、「家庭養育優先原則」を徹底し、子どもの最
善の利益を実現していくため、各都道府県・指定
都市・児童相談所設置市には、令和元年度末
（2020年3月末）までに「都道府県社会的養育
推進計画の策定」が求められていましたが、厚生
労働省では、提出のあった同計画について、①数
値目標の水準、②計算過程、③取組内容を「見え
る化」したレーダーチャートを公表しています。
里親等委託が必要な子どもたちのケアニーズに応
える取り組みが進むのか、全体の傾向と今後の展
望について考えます。

「
家
庭
養
育
優
先
原
則
」の

徹
底
の
た
め
に

　
社
会
的
養
護
を
必
要
と
す
る
児
童
は
約
４
万
５
０

０
０
人
に
の
ぼ
り
（
表
１
）、
里
親
に
委
託
さ
れ
て

い
る
子
ど
も
の
う
ち
約
４
割
、
乳
児
院
に
入
所
し
て

い
る
子
ど
も
の
う
ち
約
４
割
、
児
童
養
護
施
設
に
入

表１・図１…�「社会的養育の推進に向けて」（令和２年10月　厚生労働省子ども家庭局家庭福祉課）より

社
会
的
養
育
推
進
計
画
の
策
定
状
況
と

委
託
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
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※里親数、ＦＨホーム数、委託児童数、乳児院・児童養護施設・児童心理治療施設・母子生
活支援施設の施設数・定員・現員は福祉行政報告例（平成31年3月末現在）

※児童自立支援施設・自立援助ホームの施設数・定員・現員、小規模グループケア、地域小
規模児童養護施設のか所数は家庭福祉課調べ（平成30年10月1日現在）

※職員数（自立援助ホームを除く）は、社会福祉施設等調査報告（平成30年10月1日現在）
※自立援助ホームの職員数は家庭福祉課調べ（平成31年3月1日現在）
※児童自立支援施設は、国立2施設を含む

施　設

里  親

対象児童

施 設 数
定　　員

現　　員　　
職員総数

605カ所
31,826人

24,908人

18,869人

児童心理治療
施 設乳 児 院 児童養護施設 自 立 援 助

ホ ー ム
母子生活支援
施 設

児童自立支援
施 設

保護者のない児童、
虐待されている児
童その他環境上養
護を要する児童（特
に必要な場合は、乳
児を含む）

140カ所
3,857人

2,678人

5,048人

乳児（特に必要な場
合は、幼児を含む）

区分
（里親は重複
登録有り）

家庭における養育を
里親に委託 ファミリー

ホーム
養育者の住居において家庭
養護を行う（定員５～６人）

50カ所
1,985人

1,366人

1,384人

家庭環境、学校に
おける交友関係そ
の他の環境上の理
由により社会生活
への適応が困難と
なった児童

58カ所
3,609人

1,226人

1,815人

不良行為をなし、又
はなすおそれのある
児童及び家庭環境
その他の環境上の
理由により生活指
導等を要する児童

226カ所  
4,672世帯  

3,735世帯  
 児童6,333人  

2,084人  

配偶者のない女子
又はこれに準ずる事
情にある女子及び
その者の監護すべ
き児童

176カ所
1,148人

643人

858人

義務教育を終了し
た児童であって、児
童養護施設等を退
所した児童等

1,790カ所

423カ所地 域 小 規 模
児 童 養 護 施 設

小 規 模
グ ル ー プ ケ ア

養 育 里 親
専 門 里 親
養 子 縁 組 里 親
親 族 里 親

ホ ー ム 数

委託児童数

登録里親数 委託里親数 委託児童数
12,315世帯
10,136世帯
702世帯

4,238世帯
588世帯

4,379世帯
3,441世帯
193世帯
317世帯
558世帯

5,556人
4,235人
223人
321人
777人

372カ所

1,548人

里親数、施設数、児童数等表1
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現
す
る

◦�

パ
ー
マ
ネ
ン
シ
ー
保
障
（
＊
1
）
の
た
め
の
家
庭

復
帰
計
画
、
そ
れ
が
困
難
な
と
き
の
養
子
縁
組
促

進
を
図
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
行
え
る
十
分
な

人
材
の
確
保
を
お
お
む
ね
５
年
以
内
に
実
現
す
る

（
３
）�

里
親
へ
の
包
括
的
支
援
体
制
（
フ
ォ
ス
タ
リ

ン
グ
機
関
）の
抜
本
的
強
化
と
里
親
制
度
改
革

◦�

里
親
と
チ
ー
ム
と
な
り
、
リ
ク
ル
ー
ト
、
研
修
、

支
援
等
を
一
貫
し
て
行
う
フ
ォ
ス
タ
リ
ン
グ
機
関

に
よ
る
質
の
高
い
里
親
養
育
体
制
の
確
立
を
最
大

の
ス
ピ
ー
ド
で
実
現
し
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）

年
度
に
は
す
べ
て
の
都
道
府
県
で
行
う
体
制
と

し
、
里
親
支
援
を
抜
本
的
に
強
化
す
る

◦�

フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
を
家
庭
養
育
に
限
定
す
る
た

め
、
早
急
に
事
業
者
を
里
親
登
録
者
に
限
定
し
、

一
時
保
護
里
親
、
専
従
里
親
等
の
新
し
い
里
親
類

型
を
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度
を
目
途
に
創
設

し
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
等
ケ
ア
ニ
ー
ズ
の
高
い

子
ど
も
に
も
家
庭
養
育
が
提
供
で
き
る
制
度
と
す

る
。
あ
わ
せ
て
「
里
親
」
の
名
称
変
更
も
行
う

（
４
）�

永
続
的
解
決
（
パ
ー
マ
ネ
ン
シ
ー
保
障
）
と

し
て
の
特
別
養
子
縁
組
の
推
進

◦�

お
お
む
ね
５
年
以
内
に
、
現
状
の
約
２
倍
で
あ
る

年
間
１
０
０
０
人
以
上
の
特
別
養
子
縁
組
成
立
を

目
指
し
、
そ
の
後
も
増
加
を
図
っ
て
い
く

（
５
）�

乳
幼
児
の
家
庭
養
育
原
則
の
徹
底
と
、
年
限

を
明
確
に
し
た
取
り
組
み
目
標

◦�

と
く
に
就
学
前
の
子
ど
も
は
、
家
庭
養
育
原
則
を

実
現
す
る
た
め
、
原
則
と
し
て
施
設
へ
の
新
規
入

所
を
停
止
。こ
の
た
め
、遅
く
と
も
令
和
２（
２
０

２
０
）
年
度
ま
で
に
全
国
で
行
わ
れ
る
フ
ォ
ス
タ

リ
ン
グ
機
関
事
業
の
整
備
を
確
実
に
完
了
す
る
。

具
体
的
に
は
、愛
着
形
成
に
最
も
重
要
な
時
期
で

実
の
親
が
育
て
ら
れ
な
い
子
ど

も
を
含
め
、
す
べ
て
の
子
ど
も

の
育
ち
を
保
障
す
る
観
点
か
ら

子
ど
も
が
権
利
の
主
体
で
あ
る

こ
と
を
明
確
に
し
、
家
庭
へ
の

養
育
支
援
か
ら
代
替
養
育
ま
で

の
社
会
的
養
育
の
充
実
、
実
親

に
よ
る
養
育
が
困
難
な
場
合
の

特
別
養
子
縁
組
、
里
親
に
よ
る

養
育
を
推
進
す
る
こ
と
等
の
理

念
が
示
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
平
成
29
（
２
０
１
７
）

年
６
月
の
改
正
児
童
福
祉
法
で

は
、
在
宅
で
の
養
育
環
境
の
改

善
を
図
る
た
め
、
保
護
者
に
対

す
る
指
導
へ
の
司
法
関
与
や
、

家
庭
裁
判
所
に
よ
る
一
時
保
護

の
審
査
の
導
入
等
、
司
法
の
関

与
の
強
化
等
が
な
さ
れ
て
い

る
。

　
こ
れ
ら
児
童
福
祉
法
の
抜
本
的
改
正
を
受
け
、
そ

の
内
容
を
具
体
化
す
る
た
め
、「
新
た
な
社
会
的
養

育
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
で
平
成
29

（
２
０
１
７
）
年
８
月
に
「
新
し
い
社
会
的
養
育
ビ

ジ
ョ
ン
」（
以
下
、ビ
ジ
ョ
ン
）
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
、

以
下
の
数
値
目
標
・
達
成
年
度
目
標
が
入
っ
た
（
一

部
抜
粋
）。

（
１
）�

市
区
町
村
の
子
ど
も
家
庭
支
援
体
制
の
構
築

◦�

子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を

で
き
る
体
制
を
お
お
む
ね
５
年
以
内
に
確
保

◦�

子
ど
も
へ
の
直
接
的
支
援
事
業
（
派
遣
型
）
の
創

設
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
の
充
実
、
産
前
産
後

母
子
ホ
ー
ム
等
の
親
子
入
所
支
援
の
創
設
、
児
童

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
配
置
増
加
と
質
の
向
上

等
、
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を
平
成
30

（
２
０
１
８
）
年
度
か
ら
開
始
し
、
お
お
む
ね
５

年
後
ま
で
に
各
地
で
行
え
る
体
制
と
す
る

（
２
）
児
童
相
談
所
・
一
時
保
護
改
革

◦�

改
正
児
童
福
祉
法
施
行
後
５
年
を
目
途
に
中
核

市
・
特
別
区
に
よ
る
児
童
相
談
所
設
置
が
可
能
と

な
る
よ
う
な
計
画
的
支
援
を
行
う

◦�

一
時
保
護
時
の
養
育
体
制
を
強
化
し
、
ア
セ
ス
メ

ン
ト
一
時
保
護
に
お
け
る
里
親
へ
の
委
託
促
進
・

小
規
模
化
・
地
域
分
散
化
、
一
時
保
護
里
親
類
型

の
創
設
に
早
急
に
着
手
し
、
お
お
む
ね
５
年
以
内

に
子
ど
も
の
権
利
が
保
障
さ
れ
た
一
時
保
護
を
実

＊1…�永続的な家族関係をベースにした家庭という育ちの場の保障
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ファミリー
ホーム

自立援助
ホーム

児童養護
施設

児童心理
治療施設

児童自立
支援施設

乳児院

母子生活
支援施設

里親

児童養護施設入所児童等調査結果（平成30年２月１日）

38.4%

65.6%

78.1%

64.5%

40.9%

57.7%

53.0%

71.6%

56.3%

30.1%

18.2%

30.1%

57.9%

38.0%

38.1%

20.3%

4.9%

4.0%

3.4%

5.0%

1.1%

3.8%

8.1%

7.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あり なし 不明・不詳

被虐待体験あり なし 不明・不詳

虐待を受けた児童の増加図1
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